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カイブズに関しては、連合国の協力の下、早くも 1945 年 9 月にはローマ












されていた。その後の 1939 年法律第 2006 号で全国 9箇所に国の機関であ
る文書保護局が設立され、地方公共団体や私有アーカイブズなどの非国有
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も 保 護 活 動 の 管 轄 対 象 と し、「文 書・図 書 保 護 局 Soprintendenza archivistica e 
bibliografica」として再編成された。詳細は、以下のURLを参照。Ministero dei beni e 
delle attività culturali e del turismo, Direzione generale archivi, Soprintendenze 
archivistiche: http : //www.archivi.beniculturali.it/index.php/chi-siamo/soprintendenze-
archivistiche.
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　そのような状況下で、1939 年の法律第 2006 号によって新たな体制を整
備したアーカイブズ行政はどれほど機能しえたのだろうか。イタリア全体
に関わる例としては、イタリア全土の国立文書館に所蔵されている国有や
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非国有アーカイブズの総合ガイド『イタリアの国立文書館Gli Archivi di 
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やキージ家のアーカイブズの届け出があったシエナで 21 件、ルッカ 8件、
ピストイア 7件、ピサ 1件、リヴォルノ 1件の民間所在資料に関する届け
出が持ち主から行われた。これらは、1940 年 3 月から 1941 年 2 月末の間
に届けられた件数である。アレッツォとグロッセートでは届け出が 0件で
21）　Soprintendenza archivistica per il Toscana, b. 1, Scritture del Protocollo 1940─41.
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27）　Soprintendenza archivistica per il Toscana, b. 1, Scritture del Protocollo 1940─41, 
Denuncia degli archivi privati, allegato della Relazione dell’attività svolta durante il 







関しても 1940 年 12 月末までに届け出があったものを一覧にまとめること
が可能となった。地方公共団体や銀行各行、財団だけでなく、ミゼリコル
ディア兄弟会やインノチェンティ養護院といった福祉系の団体も含め、ト
スカーナ地方で 64 件の届け出があった 28）。この一覧表では、所有者の情
報だけでなく、保存状態の情報もまとめられている。
イタリア中南部への査察
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Rieti nel terremoto di Amatrice - Accumoli, a cura di Roberto Lorenzetti, Mauro Tosti 
戦時のアーカイブズの保護・疎開（湯上）
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た 32）。緊急時に疎開対象となる文書は、14 から 19 世紀までの規約や法令、
議事録や手紙等から成る 153 簿冊 33）と、13 から 19 世紀までの各都市や
修道院、民間で保存されている 307 の羊皮紙文書群であった 34）。
　キエーティの国立文書館分館の長からは、パネッラ保護局長へ消火設備
の整備や砂の準備、緊急時対応チームの準備等、空襲とそれに伴う火災へ
の対応策が 1940 年 4 月 8 日付けで送付された 35）。また、1940 年 4 月 24
日には、13 から 20 世紀までの羊皮紙や紙の重要資料の一覧が添付された
手紙も送付された 36）。
　イタリア南部のカンポバッソにある国立文書館分館でも空襲対策に関す
る査察が行われた。この査察は、1940 年 4 月 3 日に行われ、文書保護局
長の招聘の元、技師たちも同行した。技術的な観点からの施設の改善点に
ついて、7日には報告書が作成され、消火設備や砂の準備、水を入れた樽
Croce, Direzione Generale Archivi - Soprintendenza Archivistica e Bibliografica del 
Lazio - Archivio di Stato di Rieti, Rieti 2017。日本語では次を参照。エウジェニオ・ヴェ
ーカ（拙訳）「文書館・図書館での緊急事態への対処」『災害国におけるアーカイブズ保存の
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37）　Ibidem, RELAZIONE Sulla visita effettuata all’Archivio di Stato di Campobasso 
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　ローマが連合国によって陥落する直前の 1944 年 5 月には、イタリア社
会共和国の内務省から歴史的に重要なアーカイブズに関して、戦争による
41）　Ibidem, Relazione del Soprintendente Archivistico sulla Sezione di Archivio di Stato 
di Chieti, 1 maggio 1940.
42）　Ibidem, Relazione del Soprintendente Archivistico sulla Sezione di Archivio di Stato 














局長に報告された 46）。ピストイア県では、1944 年 6 月 2 日、教会関連を
含めて被災したアーカイブズはないとの報告が国立文書館分館長から文書
保護局長になされた 47）。
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れによれば、定期刊行物『国立文書館ニュースNotizie degli Archivi di 
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　1943 年 2 月に内務省は、1941 年末から 1942 年にかけて届け出のあった
民間所在資料のリストを送付するよう、文書保護局に要請した 61）。前述
したように、フィレンツェ文書保護局の史料では、戦後に発刊が再開され
る予定であった『国立文書館ニュースNotizie degli Archivi di Stato』へ
の掲載に関する要請が見られた。一方、ヴェネツィア文書保護局に向けた
この要請では、1941 年末から 1942 年に届け出のあった民間所在資料につ
いて、同誌の最新号に掲載予定としている。また、年次報告書だけでなく、
58）　Soprintendenza archivistica per il Veneto, Protocollo 1940─41, Nuove sezioni di 
Archivi di Stato, allegati del 12 maggio 1941. Ivi, Protocollo 1942─43─44─45, Nuove 
sezioni di Archivi di Stato, 1943, 1944.
59）　Ibidem, Titolo V, Protezione antiaerea e antincendi, 1940.
60）　Soprintendenza archivistica per il Veneto, Protocollo 1942─43─44─45, R. Deputazione 
Storia Patria per le Venezie, Sezione per il Friuli, 15 gennaio 1942.
61）　Ibidem, Ministero dell’Interno, Dir. Gen. Amm. Civile, Ufficio Centrale degli Archivi 












書が出された。同様に、1940 年 2 月にヴェネツィア文書保護局長エウジ
ェニオ・ロンガ博士に対しても、北部のトレントとボルツァーノの国立文
書館における空襲・火災対策について検証するよう、内務省から機密文書







イブズの疎開時のみ、1台のトラックと 4名の人足が 20 日働く必要が生
じる旨、5月 30 日に文書保護局へ返答があった 64）。返答書の中で、1939
年 10 月 4 日の省令による緊急時の疎開費用の手当てについて再確認した。
さらに、今回示した人件費等は最小限の数値で、追加のトラックや、より
62）　Soprintendenza archivistica per il Veneto, Protocollo 1940─41, Protezione antiaerea e 
antincendi, Ministero dell’Interno, Direzione Generale dell’Amministrazione Civile, 
Divisione A. S., Prot. Nº 8900. 50, Predisposizione protezione antiaerea e antincendi - 
Ispezioni agli Archivi, 11 febbraio 1940.
63）　Ibidem, Archivio di Stato Bolzano, No. 108 Ris., Sgombro locali, 22 maggio 1940.
64）　Ibidem, Archivio di Stato Trento, N. di Prot. 86 Ris., Alleg. N. 3, Sgombero 






















65）　Ibidem, Archivio di Stato Trento, Elenco atti pregevoli da trasportarsi, Archivio 
Principesco Vescovile Trento.
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館所蔵の 1,485 点である。約 700 点の羊皮紙文書は、さまざまな地方公共団体由来のものと
なっている。
67）　Soprintendenza archivistica per il Veneto, Protocollo 1942─43─44─45, R. Archivio di 
Stato di Venezia, Nº 318, Sezione IV, Risposta al foglio N. 1046 del 21 corr., Atti del 
vecchio catasto terreni - versamento, 23 aprile 1943.
68）Ibidem, Soprintendenza archivistica di Venezia, N. 38, Sez. IVº, Autorizzazione viaggi 
sulla autocorriera Padova ＝ Praglia ＝, 18 maggio 1943.
69）　Ibidem, Archivio Notarile di Padova, Prot. N. 675, Trasporto materiale archivistico 









に疎開することを、1944 年 5 月に内務省が同分館を管轄している国立ト














文書が一時的にパドヴァの公証人文書館に預けられていた。Ibidem, Comune di Este, 
Ufficio Segreteria, Prot. N. 814, Sottosezione di Archivio di Stato in Este, 27 gennaio 
1944.
71）　Ibidem, Ministero dell’Interno, Dir. Gen. Ammin. Civile Alta Italia, Divisione A. S., 
Prot. Nº 62658/8912. 86, Recovero atti pregevoli Sezione Archivio Stato di Fiume, 10 
maggio 1944.
72）　Ibidem, Archivio di Stato di Trieste, No. 479/1─44, Recovero atti pregevoli Sezione 
Archivio Stato di Fiume, 31 luglio 1944.
73）　Ibidem, Ministero dell’Educazione Nazionale, Direzione Generale Arti, Div. II, Prot. 
N. 13299, Trasporto oggetti d’arte, 26 settembre 1944.



















　さらに 1944 年 10 月には、ヴェローナ県のイッラージに所蔵されていた
歴史ある貴重な文書の一部を国立ヴェネツィア文書館に移送する許可を内
務省が出した 77）。この移送については、「アーカイブズ保護に関するドイ
ツ事務局Ufficio Germanico per la Protezione degli Archivi」の提案を
内務省が受け入れたものであることが注目される。
N. 14705, Trasporto archivi, 26 ottobre 1944.
75）　Ibidem, Ministero dell’Interno, Direzione Generale Amministrazione Civile, Ufficio 
Centrale degli Archivi di Stato, Direzione A. S, Prot. N. 63919/8912. 92, Allegati 1, 
Sezione di Archivio di Stato di Vicenza - Trasporto materiale pregevole, 11 novembre 
1944.
76）　Ibidem, Soprintendenza Archivistica di Venezia, Nº 35 - VIII, Risp. a f. n. 63919/ 
8912. 92 A. S. dell’11 corr., Sezione Archivio di Stato di Vicenza - Trasporto materiale 
pregevole, 23 novembre 1944.
77）　Ibidem, Ministero dell’Interno, Ufficio Centrale degli Archivi di Stato, Divisione A. 




　1943 年 7 月のムッソリーニの解任後、ドイツ軍はイタリア北中部を占
領し、進駐する。現在のボルツァーノ・トレント・ベッルーノの 3県は、
アルペンフォーラント作戦地域（Operationszone Alpenvorland、略称









体的には、文書リストの入った 1箱とともに 1番から 83 番までの箱をプ
ステタル渓谷のタウファース城（イタリア語名：プステリア渓谷のカン
ポ・トゥーレス城）に移動するよう命令するものであった。作業は、翌週
の火曜日か水曜日に行うという性急な内容であり、12 月 2 日には、博士
の受領確認もなされた。





78）　Ibidem, Il Commissario Supremo per la Zona d’operazioni nelle Prealpi（Provincie 
Trento, Bolzano e Belluno）,（L’Incaricato per gli Archivi）, Trasferimento meteriale 
archivistico per provvedimenti protezione antiaerea, il 24 novembre 1944.
79）　Ibidem, Archivio di Stato Trento in Gabbiolo, 19, Povo di Trento, N. 255/Ris., 
Trasferimento atti pregevoli di questo Archivio dal Castello del Buonconsiglio al 


























　1945 年 6 月に国立トレント文書館から、当時イギリスの管轄下となっ
たヴェネツィア文書保護局へ報告書が送られた 81）。報告書によると、国
80）　Commissione alleata Apo 394, Sottocommissione per i monumenti belle arti e 
archivi, Rapporto finale sugli archivi, cit., pp. 16─17.
81）　Soprintendenza archivistica per il Veneto, Protocollo 1942─43─44─45, R. Archivio di 
戦時のアーカイブズの保護・疎開（湯上）
252
立トレント文書館は鉄道駅の近くにあったため、1943 年 9 月 2 日、1944




置かれた 12 の文書群、合計 25,000 点余りを列挙した。また、戦時中には、
他の文書群も少しずつ疎開した旨も報告された。1942 年 12 月 15 日には、
72 箱に収められた司教文書館のアーカイブズがボンコンシーリオ城のワ
イン蔵へ疎開した。そして、1943 年 7 月 27 日には、兄弟会や不動産台帳、
公証人文書や警察文書などの古い文書が収められた 122 箱が疎開した。し
かし、1945 年現在、194 箱の内、不動産台帳、公証人文書、警察文書等か
ら構成される 110 箱のみがこの城に残っている 82）。残りの 84 箱は、1944




　報告書はさらに続けて、1943 年 11 月から 12 月にかけて、ヴィッラ・
サルヴァドーリに疎開していたアーカイブズや、文書館の家具や図書、事
務書類などとともに、ガッビオーロ・ディ・ポーヴォの村に疎開したアー


































86）　Ibidem, Circolari e disposizione di massima, 1945.
87）　Soprintendenza archivistica per il Veneto, Protocollo 1946─47─48─49─50, Danni subiti 







88）Commissione alleata Apo 394, Sottocommissione per i monumenti belle arti e archivi, 
Rapporto finale sugli archivi, cit., p. 9.
